
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
も
強
く
な
る
の
で
山
火
事
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
山
火
事
の
原
因
は
人
為
的
な
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
一
度
山
火
事
が
発
生
す
る
と
消
火
は
困
難
で
、
一
瞬
に
し
て
木
々

が
焼
失
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
が
回
復
す
る
に
は
長
い
年
月
と
多
く
の
労

力
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
次
の
こ
と
に
特

に
注
意
し
、
山
火
事
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆

枯
草
の
近
く
な
ど
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
た
き
火
を
し
な
い
。

◆

た
き
火
や
野
焼
き
を
す
る
と
き
は
周
囲
に
も
知
ら
せ
る
。

◆

風
が
強
い
と
き
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
に
は

た
き
火
を
し
な
い
。

◆

た
ば
こ
は
絶
対
投
げ
捨
て
な
い
。

◆

火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

※
午
前
中
に
消
防
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

①
日
時
：
平
成

年

月

日
（
日
）
早
朝

②
場
所
：
八
幡
平
：
八
幡
平
体
育
館

小
坂
町
：
小
坂
鉄
道

レ
ー
ル
パ
ー
ク
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鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成２６年１月～平成２６年１２月
総出動件数 １６２２件

①火 災 ２５件

②救 急 １３６２件

③救 助 ４２件

④自然災害 ２０件

⑤遭難捜索 ７件

⑥そ の 他 １６６件

消
防

第

号

平
成

年

春
夏
号

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部･

消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

鹿

角

か

づ
の

消防通信 龍吐水 りゅうどすい

鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックし、登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用ＱＲコード

鹿角市

小坂町

・消防団員の方は消防署でも登録できます。

※消防団員の方が登録する際は、消防署（２３－５６０１）へご連絡ください。

昨
年
末
、
新
し
く
軽

バ
ン
型
の
「
防
災
活
動

車
」
が
配
備
に
な
り
ま

し
た
。
鹿
角
市
消
防
団

女
性
消
防
団
員
の
活
動

を
推
進
、
普
及
す
る
た

め
、
公
益
財
団
法
人
日

本
消
防
協
会
か
ら
車
両

交
付
を
う
け
た
も
の
で

す
。機

動
力
を
活
か
し
た

現
場
活
動
は
も
ち
ろ
ん

各
種
広
報
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
等
、
幅
広
い
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
で

は
、
消
防
救
急
業
務
で
使
用
し
て
い

た
ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
使
用
期
限
が
電

波
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
２
８
年

５
月
末
ま
で
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
平

成
２
５
年
度
か
ら
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
を
実
施
し
、
平
成
２
７
年
８

月
頃
の
新
庁
舎
完
成
に
合
わ
せ
運
用

を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
同
時
に
高
機
能
消
防
指
令
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
通
報
者
の
位
置

や
災
害
地
点
を
素
早
く
特
定
し
て
現

場
到
着
ま
で
の
時
間
短
縮
を
図
り
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
１
１
９
番
に
も
対
応

さ
せ
る
な
ど
、
住
民
が
安
心
に
暮
ら

せ
る
災
害
に
強
い
消
防

体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

去
る
２
月
１
３
日
、
秋
田
市

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
お

い
て
「
第
３
８
回
消
防
職
員
意

見
発
表
秋
田
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
当
消
防
本
部
か
ら
虎
渡
智

実
副
士
長
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
県
各
消
防
本
部
内
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
消
防
職
員

が
一
同
に
会
し
、
内
容
・
表
現

力
を
発
表
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
頃
の
消
防
業
務
や
訓
練
を

通
じ
て
感
じ
得
た
「
心
肺
蘇
生

法
」
の
重
要
性
を
も
と
に
、
市

民
参
加
型
の
心
肺
蘇
生
選
手
権

を
開
催
し
市
民
へ
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
提
案
。
多
く
の

消
防
関
係
者
に
訴
え
ま
し
た
。

「伝えよう 森の大事さ 火の怖さ」

※平成２７年山火事予防運動統一標語

月

日（
日
）～

月

日（
土
）

４

４

５

１１

４

５

※
火
災
予
防
週
間
中
は
７
時
と

時
に
サ
イ
レ
ン
・
警
鐘
が

鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

１９

去
る
３
月
１
４
日
、
神
奈
川
県
川
崎
市
に
て
「
第
８
回

階
段
駆
け
上
が
り
レ
ー
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
当
消
防
本
部

か
ら
も
休
暇
を
利
用
し
、
４
名
の
救
助
隊
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
日
本
警
察
消
防
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
主

催
の
下
、
消
防
活
動
に
お
け
る
極
限
状
況
を
想
定
、
体
力

の
維
持
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
防
火
衣
や
空
気

呼
吸
器
を
着
装
し
、
約
２
０
０
ｍ
の
高
さ
が
あ
る
ビ
ル
を

一
気
に
駆
け
上
が
る
過
酷
な
競

技
で
す
。
日
頃
鍛
え
上
げ
ら
れ

た
、
全
国
か
ら
約
２
０
０
名
の

剛
脚
自
慢
が
集
う
中
、
見
事
に

佐
藤
雄
太
隊
員
が
年
代
別
で
優

勝
。
兎
澤
俊
幸
隊
員
が
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
佐
藤
隊

員
は
「
こ
の
経
験
を
現
場
活
動

に
活
か
し
て
今
後
も
体
力
向
上

に
努
め
た
い
。
」
と
優
勝
の
喜

び
を
噛
み
締
め
て
い
ま
し
た
。

（
右
は
兎
澤
隊
員
・
左
は
佐
藤
隊
員
）



救
急
車
は
、
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
か
ら
皆
様
の
命
を
守
る
た
め
、
限
ら
れ
た
台
数

を
最
大
限
に
活
用
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
い
ま
す
。
鹿
角
消
防
で
は
、
４

台
の
救
急
車
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
は
増
加
、
そ

れ
に
伴
い
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、
緊
急
性
が
あ
り
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
ケ
ガ
や

急
病
の
人
を
一
刻
も
早
く
病
院
へ
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

利
用
す
る
も
の
で
す
。
安
易
な
利
用
に
よ
っ
て
救
急
車
が
出
払
っ

て
し
ま
う
と
、
「
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
」
が
あ
り
ま

す
。
緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行
け
る
よ
う
な
場
合
に
は

救
急
車
以
外
の
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
行
し
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
同
士
の

世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
高
齢
者
が
火
災

で
亡
く
な
っ
た
り
、
負
傷
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

当
消
防
本
部
で
は
高
齢
者
世
帯
へ
訪

問
し
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
に
限

ら
ず
、
皆
さ
ん
も
火
事
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊山菜採りによる遭難事故が毎年発生しています。絶対に

迷わないという過信は持たず、次のことに注意しましょう。

◆
む
や
み
に
動
き
回
ら
ず
、
落
ち
着

い
て
行
動
す
る
。

◆
呼
び
か
け
な
ど
が
聞
こ
え
た
ら
、

大
き
な
音
を
出
す
。
（
笛
が
便
利
）

◆
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た

ら
広
い
場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
目
立

つ
も
の
を
振
っ
て
合
図
を
す
る
。

◆
２
人
以
上
で
入
山
し
、
常
に
仲

間
同
士
で
声
を
掛
け
合
う
。

◆
自
分
の
体
力
や
体
調
に
合
わ
せ

無
理
は
し
な
い
。

◆
崖
や
急
斜
面
、
熊
の
足
跡
の
あ

る
場
所
な
ど
、
危
険
な
場
所
は

避
け
る
。

（
熊
よ
け
鈴
を
携
帯
す
る
）

◆
家
族
や
友
人
に
行
き
先
や
帰
宅

時
間
を
伝
え
る
。

◆
事
前
に
天
候
を
確
認
し
、
悪
天
候

時
は
入
ら
な
い
。

◆
目
立
つ
服
装
を
し
、
寒
さ
対
策
を

万
全
に
す
る
。
（
白
な
ど
山
に
無

い
色
の
服
装
が
目
立
ち
ま
す
！
）

◆
水
や
食
料
、
持
病
の
薬
を
持
つ
。

◆
携
帯
電
話
、
ラ
イ
タ
ー
、
発
煙
筒

な
ど
を
持
つ
。

平
成
２
７
年
２
月
４
～
６
日
に
東

京
都
で
行
わ
れ
た
「
第
１
４
回
消
防

団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

研
修
は
消
防
、
防
災
に
造
詣
が
深
い

講
師
か
ら
現
代
の
消
防
団
と
地
域
の

関
わ
り
方
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
消

防
団
に
つ
い
て
等
、
重
要
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
今
回
は
全
国
か
ら
１

３
０
名
を
越
え
る
方
々
が
参
加
し
て

お
り
、
各
地
域
の
課
題
や
取
り
組
み

等
、
多
く
の
情
報
を
吸
収
で
き
ま
し

た
。
１
番
の
収
穫
は
参
加
者
で
交
流

を
深
め
、
全
国
の
団
員
同
士
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

今
後
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切

に
今
回
の
研
修
で
得
た
も
の
を
こ
れ

か
ら
の
消
防
団
活
動
に
活
か
せ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

参加した鹿角市消防団第１５分団第１部

板橋知也さんより報告 （上段右２人目）

平
成
２
７
年
２
月
１
８
～
２
０
日

に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
「
第
１
４
回

消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
」

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
団
は
災
害
発
生
時
に
人
命
救
助

消
火
、
災
害
防
除
等
の
活
動
を
行
う

と
共
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

核
と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
大
変
深
い
研
修
内
容
で
し

た
。
団
員
と
し
て
地
域
住
民
と
密
着

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
、
市
民

の
方
か
ら
「
声
を
か
け
や
す
い
雰
囲

気
作
り
」
を
心
が
け
、
自
分
た
ち
の

安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意

識
を
高
め
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

わ
が
国
は
国
土
が
細
長
く
、
中
央
に
脊
梁
山
脈
が
走
っ
て
い

る
た
め
、
川
の
上
流
か
ら
河
口
ま
で
の
距
離
が
極
め
て
短
か
く

さ
ら
に
台
風
の
通
り
道
に
位
置
し
雨
季
も
あ
り
ま
す
。
豪
雨
が

降
る
と
川
の
全
域
が
豪
雨
域
に
入
っ
て
し
ま
い
、
瞬
く
間
に
水

位
が
あ
が
り
ま
す
。
近
年
多
発
し
て
い
る
記
録
的
雨
量
も
記
憶

に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
が
こ
の
鹿
角
地
域
も
例
外
で
な
く
、
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
気
象
庁
を
は
じ
め
、
消
防
や
自
治
体
が
警
報
や

気
象
情
報
な
ど
の
防
災
気
象
情
報
を
発
表
し
注
意
や
警
戒
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
の
デ
パ
ー
ト
、
震
災
大
国
と
も

言
わ
れ
る
日
本
で
暮
ら
す
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
有
効

に
活
用
し
災
害
か
ら
命
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

鹿
角
市
消
防
団
で
は
、消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
の
連
携

を
強
化
し
、市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、平
成
２
５
年

１
２
月
に
地
域
防
災
指
導
員
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
指
導
員
は
各
消
防
団
か
ら
１
人
以
上
選
出
さ
れ

現
在
は
６
２
人
が
講
習
を
修
了
し
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
訓
練
の

企
画
や
活
動
支
援
に
関
す
る
こ
と
な
ど

幅
広
く
お
手
伝
い
し
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
な
ど
で
お
困
り
の
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、消
防
団
地
域
防
災
指
導

員
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
課
危
機
管
理
室

（
３
０
）
０
２
９
９

消
防
本
部

総
務
課

（
２
３
）
５
６
０
１

参加した鹿角市消防団女性消防団員

上薗美佐さんより報告 （上段左２人目）子さんより報告


